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中国地方整備局インフラ分野のＤＸ推進スタンス

適確に捉え
社会情勢の変化

建設業界、職員のニーズ
＋

進展するデジタル技術情報等

中国地方整備局インフラＤＸ推進計画（毎年度）

① 利用者目線で考える
② 分野を超え、制度見直しも視野
③ 関係者を巻き込む
④ 小さく始めて改善を繰り返す（先ずは、職員の業務改善から）
⑤ 失敗を恐れない

取
組
姿
勢

【５つの柱】
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1. 「中国ブロックにおける社会資本整備重点計画」の重点目標でもあるインフラ分野のＤＸを２０２２（R4）からスタート。
2. 社会情勢の変化、建設業界及び整備局職員のニーズを適確に捉え、急速に進展するデジタル技術を踏まえ、毎年度推進

計画を策定し各種施策を推進。
3. 推進計画に位置づける個別施策については、本部会議（本部長：局長）で点検、分析・評価、改善しつつ推進。
4. ＤＸの各取組は「５つの柱」に分類整理し、常にアウトカムを意識した、取組姿勢を基本に積極推進。



２０２３（R5）推進計画に基づく取組

○ 中国地方整備局インフラDX推進計画に基づき、60の取組を現場や業務において実践。
○ このうち、SE部門におけるAIチャットボットを活用した問い合わせのDX化では、運用開始後から自己解

決率が約80%まで増加しており、問い合わせ対応の効率化に繋がっている。
○ また、インフラメンテナンスにおける新技術や３Dデータ等の活用の推進により、施設点検等の効率化や

状態把握の高度化が図られている。
○ 人材育成では、R5.7月に中国インフラDXセンターの暫定運用を開始。今後DX体験対象者のニーズ・課

題を収集しながら、カリキュラム・コンテンツの拡大・見直しを図っていく。
○ 一方で、未経験企業へのICT活用拡大や、BIM/CIMにおける３次元データの後段階への情報引継ぎな

どの課題に対して引き続き取り組んでいく必要がある。
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社会情勢等の変化

○ 中国地方では、令和5年台風7号による大雨に伴い家屋浸水、孤立集落の発生、橋の落下や道路損壊など
大きな被害が発生。近年、気候変動の影響に伴う自然災害発生リスクは増加しており、引き続き、事前防
災を含めた災害対応力の強化が必要。

○ インフラストック老朽化の施設数は年々増加することが明らかであることから、引き続き、計画的な予防
保全の実施と合わせ、効率的・効果的な点検・診断方法の確立・導入が必要。

○ 建設業においては、他産業と比較して、就業者の高齢化や若手入職者が不十分など構造的な課題に直面
しているほか、休日確保等からも厳しい状況であることから、担い手確保が喫緊の課題。

 引き続き、インフラDXの取組を含め、働き方改革及び生産性向上を図る必要

建設就業者の高齢化の進行

建設業における平均的な休日の取得状況

腐食した排水ポンプ場の羽根車

【平成30年7月豪雨】

小田川における浸水被害

（岡山県倉敷市）

「4週6休程度」が最多
建設業全体では週休2日確保ができていない状況

河川・道路の被災状況調査

（鳥取県鳥取市）

【令和5年台風7号による大雨】 生産年齢人口（15～64歳）の減少
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建設業界（中国地方生産性向上研究会）のインフラＤＸに係るニーズ

■委員

委員長：広島大学大学院 半井 健一郎 教授
行 政：計10機関
業 界：計20団体

■主な意見と今後の対応
・BIM/CIM サポート制度については、必要という意見が多数であるため、サポート制度を創設する。
・サポートにあたっては、「発注者向け情報」、「経験の無い企業向け基本情報」、「ある程度経験のある企業向け最新情報」といった対象者の分
類を行うことが有効との意見があり、サポート制度創設時に検討する。

・インフラDXに関するニーズとして、人材育成メニューの充実、情報共有の場の確保、BIM/CIMの好事例の整理などが主な意見としてあり、
今後DXの取り組みを推進していくにあたり、これらの充実を図っていく。

・R5.7に暫定オープンした「中国インフラDX センター」に対しては、現行の３D測量・AR・遠隔臨場の体験のほか、今後は最新のデジタル技術
の体験や見学会などへの期待が高く、体験コンテンツや研修内容の充実を図っていく。

研究会開催状況（Web）

なからい

■研究会の目的

中国地方においてデータとデジタル技術を活用し、社会経済状況の変化に対応した社会資本整備や公共サービスを提供
するとともに、建設現場の生産性向上を図るインフラDXの取組について意見交換を行う

Webで参加の委員
半井委員長

（出張先のスイスより）

中国地方整備局
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職員（事務所）のインフラＤＸに係るニーズ

① 管理の高度化に係るニーズ（河川堤防の構造物・支障物の可視化、地下埋設占用物件のデータ化）
・・・河川維持管理の高度化・効率化に向けた3次元データの活用、道路基盤地図情報の取得・道路管理への活用

② AIを活用したダム操作支援・・・AIを活用したダム操作高度化

③ 業務におけるモバイル３D計測の活用・・・TEC-FORCE活動の効率化・高度化【新規】

④ 入札契約手続き資料作成作業の自動化・・・システムを活用した入札説明書作成の効率化【新規】

⑤ 人材育成研修等の充実・・・人材育成計画（研修）の構築、人材育成（中国インフラDXセンター）の環境整備

 ①②⑤：既存取組において、ニーズを踏まえ実現に向けて取組内容に反映
 ③④：取組内容を2024推進計画へ新規追加し検討
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中国地方整備局インフラＤＸ推進計画２０２４の特徴

インフラDX推進計画2024は以下のポイントにより更新し、更なるDX推進を図る

○工種毎の効率化を図るためのICT活用から、工事全体の生産性向上を図るための「ＩＣＴ施工 StageⅡ」を目指す
○令和5年度から原則適用しているBIM/CIMの更なる活用による建設生産システムの効率化・高度化を目指す
○新たに８取組を追加（職員ニーズ2取組＋進展するデジタル技術6取組）し、６８の取組によりDX推進を図る

BIM/CIM活用による建設生産システムの効率化・高度化BIM/CIM活用による建設生産システムの効率化・高度化
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2024（R6)_ i-Construction編 ＜２つの柱9の取組＞

目的

○ 2025（令和７）年度までに建設現場の生産性2割向上を
目指し、直轄及び自治体発注工事及び業務での、ICT活用
の実施拡大やBIM/CIM活用拡大等を図る。

BIM/CIM活用拡大

ＩＣＴ施工の拡大

○ICT活用工事の拡大
適用工種の拡大
発注方式の工夫 等

○未経験企業へのICT活用工事の普及
インセンティブ（表彰、実績評価、ＩＣＴサポート制度）
普及啓発活動
人材育成の充実 等

○地方公共団体でのICT活用工事の拡大
目標設定とフォローアップ
講習会等の継続 等

○ 事業執行の効率化
施工管理効率化の検討 等

○ BIM/CIM業務・工事での活用拡大
適用数の拡大と活用の高度化
サポート制度の整備
フロントローディングの検討
人材育成の充実 等

目的

○ 202４（令和６）年度からの労働基準法適用をふまえ、生
産性向上策と合わせ、建設業界全体の働き方を改革する
ため、工事・業務の平準化及び週休２日等の取組を実施
し、労働環境改善を図る。

働き方改革

○平準化の更なる促進
ロードマップに基づく確実な実施
発注者協議会等でのフォローアップ 等

○週休２日の普及
発注者指定の継続
発注者協議会等でのフォローアップ 等

○工事書類の簡素化
マニュアル・手引きの周知
書類限定型工事検査の継続 等

○ウィークリースタンスの徹底
工事・業務におけるウィークリースタンス徹底 等

柱 柱
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施工管理効率化の取り組み
＜砂防工事現場における4足歩行ロボットの活用＞

橋梁技術のデータ連携実装に関する取り組み
＜鋼橋での試行工事における効果検証＞



2024（R6)_ i-Construction編

生産性向上（BIM/CIM活用拡大）生産性向上（ＩＣＴ施工の拡大） 働き方改革

令和３年度 令和４年度

業 務 ３０ 件 ４６ 件

工 事 １９ 件 ２７ 件

合 計 ４９ 件 ７３ 件

BIM/CIM活用対象

業務・工事

大規模構造物の

予備・詳細設計
大規模構造物の予備・

全ての詳細設計

＜取り組み状況＞ ＜取り組み状況＞ ＜取り組み状況＞

直轄工事におけるICT活用は一定の定着
が図れており、更なる活用の深化が必要。

地方自治体工事では引き続きICT活用の
普及拡大が必要。

＜R6年度の主な実施内容＞ ＜R6年度の主な実施内容＞

・中国Light ICT、インセンティブ付与
・ICT現場見学会、講習等による普及拡大
・施工管理効率化の検討
・中国インフラDXセンターを活用した人材育成

の充実

ダンプの位置情報から概算搬出入土量を リアルタイム積算
し、複数工事の情報を一元管理することで土配を見える化

施工管理効率化の取り組み（松江国道事務所）

R5年度より直轄土木業務・工事において
BIM/CIM原則適用。

BIM/CIM活用の取組み好事例を横展開
するなど、活用の高度化が必要。

・インセンティブ付与
・BIM/CIM サポート制度の整備
・フロントローディングの検討
・中国インフラDXセンターを活用した人材育成

の充実

内容 種別 令和４年度目標 令和４年度実績

平準化率
工事 90%以上 92%

業務 42%以下 49%

週休2日
達成率

工事 100%以上 100%

＜R6年度の主な実施内容＞

・平準化率目標 (工事)９０％以上
（業務）35％以下

・週休2日達成率目標 (工事)１００％
・フロントローディング活用拡大の検討
・書類簡素化推進（マニュアル・手引きの改訂）

BIM/CIMサポート制度（ヘルプデスク）の整備
（中国地方整備局ウェブサイトより）
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